
令和 8 年 6 月 1 日   

お客さま各位                                湖東信用金庫  

   

「貸金庫規定」改定のお知らせ   

 

平素は格別のお引き立てを賜り、誠にありがとうございます。 

このたび当金庫は、金融庁による「中小・地域金融機関向けの総合的な監督指針」の改正等を受

け、貸金庫業務の適正化を図るため、下記の通り貸金庫規定を改定いたします。 

なお、改定後の規定は、従前よりご契約いただいているお客さまについても適用されますので、

あらかじめご了承ください。 

当金庫は、今後もお客さまに安心・安全に貸金庫をご利用いただけますよう管理態勢強化やサー

ビスの向上に引き続き努めてまいります。 

規定改定に伴ないお手数をおかけいたしますが､ご理解とご協力のほど宜しくお願いいたします｡ 

 

記 

 

1．対象規定 

貸金庫規定 

 

2．改定日   

   令和 8 年 7 月 1 日（水） 

 

3．主な改定内容 

  （1）貸金庫に保管いただけないものに「現金」等を明記 

  （2）貸金庫の利用目的を書面等で申告いただくことを追加 

  （3）貸金庫契約の解約事由を追加  ※ その他、新旧対照表の通り 

 

4．ご留意事項 

 現在、貸金庫内に「現金」を格納されているお客さまにおかれましては、次回貸金庫のご利用時

に「現金」のお取り出しをしていただくようお願いいたします。 

ご不明な点がございましたら、貸金庫ご契約店舗へお問い合わせください。 

 

 

 

 

 



貸金庫規定【新旧対照表】 

新 旧 備考 

削除 

 

 

 

 

削除 

 

 

 

 

 

 

1．（格納品の範囲） 

（１）貸金庫には、次に掲げるものを格納

することができます。（以下削除） 

① ～ ④ ~省略~ 

 

（２）~省略~ 

 

（３）貸金庫には、次に掲げるものを格納

することができません。 

① 現金その他のマネー・ローンダリ

ングおよびテロ資金供与等の不

正利用の防止の観点からリスク

が高いと考えられるもの 

② 危険物や変質、腐敗のおそれがあ

る等、貸金庫の通常の用法による

保管に適さないもの 

 

2．（利用目的の確認） 

（１）貸金庫の契約の締結または利用等 

にあたっては、借主は、マネー・ローンダ 

リングおよびテロ資金供与等の不正利用 

の防止の観点から、格納品が上記 1 に定 

貸金庫借用書及び貸金庫申込書（お客様

控え）裏面記載の貸金庫規定は、平成 22

年 12 月 1 日の改正により、同日以降、

本貸金庫規定を適用するものとします。 

 

1.（この規定の取引に係る契約の成立） 

当金庫は、お客様からこの規定の取引に

係る、当金庫所定の申込書の提出を受

け、当金庫がこれを承諾したときに、当

該取引に係る契約が成立するものとし

ます。 

 

1 の 2．（格納品の範囲） 

（１）貸金庫には、次に掲げるものを格

納することができます。ただし、破損し

やすいものおよび変質や滅失するもの

は格納できません。 

 

 

追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貸金庫に保管

いただけない

ものに「現

金」等を新た

に明記 

 

 

 

 

 

 

貸金庫の利用

目的を書面等

で申告いただ

くことを追加 



新 旧 備考 

める範囲を逸脱することがないかといっ 

た利用目的を、書面その他当金庫の定め 

る方法で、申出を行うこととします。 

 

（２）貸金庫が、マネー・ローンダリング 

およびテロ資金供与等、不正利用される 

ことを防ぐため、貸金庫内外でのカメラ 

撮影や利用時の職員立会い等の適切な方 

法で貸金庫の利用状況を確認させていた 

だきます。 

 

12.（解約等） 

（１）~省略~  

（２）~省略~ 

① ～ ⑤ ~省略~ 

⑥ 借主名義人が存在しないことが 

明らかになったときまたは借主 

名義人の意思によらず契約、使用 

されたことが明らかになったと 

き 

⑦ 本邦または外国の法令・規制や公 

序良俗に反する行為に利用され、 

またはそのおそれがあると認め 

られるとき 

⑧ 法令で定める本人確認等におけ 

る確認事項や上記 2（1）に定める 

利用目的の申出内容に偽りがあ 

るとき 

⑨ マネー・ローンダリング、テロ資 

金供与、不正な目的で利用され、 

またはそのおそれがあると当金 

庫が認め、マネー・ローンダリン 

グ等防止の観点で解約が必要と 

当金庫が判断したとき 

（３）~（６） ～省略～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.（解約等） 

（１）~省略~  

（２）~省略~ 

① ～ ⑤ ~省略~ 

追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）~（６） ～省略～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貸金庫契約の

解約事由を追

加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新 旧 備考 

 

17.（規定の変更） 

この規定の各条項その他の条件は、金

融情勢の状況の変化その他相当の事由

があると認められる場合には、当金庫

ウェブサイトへの掲載による公表その

他相当の方法で周知することにより、

変更できるものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （令和 8 年 7 月 1 日現在） 

 

（補足） 

新たな条項「2.（利用目的の確認）」の追 

加により、以降の条項番号を順次繰下げ。 

 

 

16．（規定の変更） 

（１）この規定の各条項は、金融情勢そ

の他の状況の変化その他相当の事由が

あると認められる場合には、民法第 548

条の４の規定に基づき変更するものと

します。 

（２）前項によるこの規定の変更は、変

更を行う旨及び変更後の規定の内容並

びにその効力発生時期を、店頭表示、当

金庫ホームページ又その他相当の方法

で公表することにより、周知します。 

（３）前２項による変更は、公表の際に

定める適用開始日から適用されるもの

とし、公表の日から適用開始日までは変

更内容に応じて相当の期間をおくもの

とします。 

 

 

 

 

文章表現の変

更 

   以上 


